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論 文 内 容 の 要 旨  

 

本研究は、堤外地に存在する里地里山ランドスケープの変容過程の分析を通じ、自然共生空間としての

堤外地の特性を明らかにしたものである。里地里山ランドスケープは、人の手が入ることで形成・維持さ

れてきた土地利用やその空間全体を指し、地域の文化的背景や歴史的経緯をも包含している。堤外地でも

人々が生伝統的に生活・生産活動を行なわれてきたが、これまで堤外地における里地里山ランドスケープ

の実態解明はなされてこなかった。 
土地利用を指標とした堤外地の里山ランドスケープの時空間分析では、対象河川の堤外地全体で 45%の

里地里山ランドスケープ構成要素が存在することや、里地里山地域の特性であるモザイク土地利用が 58%
を占めることがわかった。また、里地里山ランドスケープの典型的な構成要素である農地と自然資源の採

集地としての入会地に着目し、その変遷過程と社会的背景の関わりを明らかにしたところ、国内外の社会

情勢の影響を受け，堤外地の里地里山ランドスケープが変化してきたことを示した。以上の結果から，こ

れまで堤外地では人が生活を営む集落（ムラ）や耕作地及び採集地（ノラ）と，人為的干渉のない自然植

生の区域（ヤマ）があり，堤外地の自然環境に応じたムラ・ノラ・ヤマの空間配置がなされていたことを

示した。その上で、堤外地の空間管理にすでに堤内で行われている民有緑地の管理方法を堤外にも援用す

る方法や，洪水の撹乱の度合いに応じた土地利用管理の方法などを提言した。 
  



                   

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

本論文は造園計画学の観点から、堤外地に存在する里地里山ランドスケープの変容過程と自然共生空間

としての堤外地の空間特性を明らかにしたものである。本論文は令和 3 年 1 月 5 日に提出され、その後、

上記 4名の審査委員により論文の内容および構成等の観点から慎重に審査された。令和 3年 1 月 13日に、

公開論文発表会を開催し、質疑応答を行った。発表会後に審査会を開催し、以下の結果を得た。本研究は、

河川もまた人と自然の共生空間であるにもかかわらず、河川空間を里地里山地域と捉えた研究はほとんど

行われてこなかったことを示し、堤外地における里地里山ランドスケープ構造の解明と特徴の考察を行っ

た。研究の結果、1)関東地方の一級河川 5 河川を対象に、堤外地における人や自然の営み及びそれらの相

互作用の結果として表出した空間的特徴を、植生分布と土地利用のモザイク性から明らかにした。また、

2)荒川堤外地の農地と入会地における土地利用の変遷と社会政治的事象との関係から、堤外地におけるラ

ンドスケープの変化を考察した。さらに、3)総合考察では、ムラ‐ノラ‐ヤマで構成される堤内の里地里

山と比較して、堤外地の空間構成について特徴を論じた点に新規性がある。発表会の質疑応答を経た審査

会において、総合考察に加筆が必要であるなどの課題が指摘された。この課題に対しては修正が軽微であ

り、修正確認を行い、学位論文に値すると判断した。以上より申請者が博士（学術）の学位に値する専門

分野の学識を有すること、および国際学会で英語発表をしていることから外国語についての能力をもつこ

とを確認した。さらに、本論文の内容に関する査読論文が IOP Conference Series: Earth and Environmental 

Scienceに 1編(Volume501, 2020)とランドスケープ研究 2編 82(5),557-562,2019と 78(5), 593-598,2015

に掲載されていることを確認した。 


